
公益財団法人として

　2008 年 12 月 1日、公益法人三法が施行され、新
公益法人制度がスタートしました。
　これにより明治以来続いてきた民法上の公益法人制
度は抜本的に改正され、まったく新しい制度に生まれ
変わりました。
　新しい制度は「民による新たな公益の増進」のため
につくられたもので、それまで必要とされていた主務
官庁許可、指導は不要となり誰もが一般社団法人、一
般財団法人という形態の法人を設立することができる
ようになりました。それは当然のこととして法人の社
会的責任が求められ、ニーズの応えられなければなり
ません。自己責任・自主自律性に基づく運営が強く求
められることです。
　新しい制度は既存の公益法人にも適用され既存の公
益法人である愛恵福祉支援財団も 2013 年 11 月まで
に公益認定を受けて新たな公益法人に移行するか、許
可を申請して一般社団法人、または一般財団法人に移
行するか選択の余地はありましたが、価値のある財団
として存立したいという願いをこめて公益財団法人へ
と移行しました。
　基金の社会的還元、公的支援の及びにくい分野へ、
地域（前財団では東京都のみ管掌）を超えて社会的責
任を果たして「公益財団法人愛恵福祉支援財団」の存
在を表していくこととしました。
　公益財団法人に移行することによって、ガバナンス
の確保、事業の透明性、コンプライアンスに対して取
り組むことが必要となりました。
　高いハードルが設定されていましたが、認可申請の
ための準備委員会での作業を経て2012年3月28日、
公益財団法人として認定され2012年 4月 1日より新
しく社会福祉の振興に貢献する財団として事業展開し
ております。
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「愛恵」の題字は初代理事長　三吉　保 氏による

　「愛恵だより」発刊に寄せて

公益財団法人　愛恵福祉支援財団

理事長　濱　野　一　郎

　2012 年 4 月、愛恵福祉支
援財団は公益財団法人として
あらためて事業の目的を次の
ように制定しました。
　「この法人はキリスト教精

神に基づき、すべての人々の健康で文化的な生
活を維持できるように、たがいの助け合いに
よって、豊かな社会福祉の建設に寄与する」。
　現財団の出発点である（財）愛恵学園の理念
を引き継ぐものであります。
　その理念のもと、主な事業（公益目的事業）
は福祉社会の担い手を育成、及び社会福祉活動
振興のための支援事業を展開することでありま
す。
　公益財団法人としてすでに 6 年目を迎えてお
ります。
　公益性を担保しつつ充実した企画、価値ある
内容の「支援、助成、啓発」事業を具体的に実
施してきました。
　これらの事業を関わりのあった範囲の周知事
項にとどめず、財団の理念とともに広くお知ら
せすべく広報誌「愛恵たより」を発行すること
としました。ささやかなものでありますが、一
層の「豊かな福祉社会づくり」をめざして、事
業の案内や事業に取り組まれた方の活動や声な
どをご紹介してまいります。
　皆様のご理解とご支援をいただきた＜願って
おります。
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豊かな福祉社会を創るために 公益財団法人として社会福祉活動振興に貢献する愛恵福祉支援財団



社会福祉の担い手育成 海外研修事業
　社会福祉制度が充実している先進国を訪問し、優
れた社会福祉実践を体験的に学習します。
　特にキリスト教の精神を基盤にして、社会福祉を
担う人材を育成するため、サービスの利用者の日常
生活を大切にした支援や地域社会全体で支えている
福祉活動のあり方を学習します。

　そのため、長らく高齢者福祉に関する海外研修事業に
力を入れ、また続けて参りました。今日、高齢者施設を
はじめ多くの社会福祉施設で働く人たちは、その働きに
ついて今のままでよいのか、確信や納得をもって、また、
やりがいをもって働いているのか、自問自答し苦悩して
ることもあるでしょう。
　この様な気持ちを整理したり、自分の立っている場所
を見直したりする機会を提供するのが海外研修でありた
いと考えております。
　先進国から学ぶべき知識、技術や制度、また地域社
会全体で支えている福祉活動のあり方などを、毎年プロ
グラムを設定し、研修を行っています。
　海外の文化や習慣、人間理解において、現地で学ん
だこと、経験したことなど職場に戻って生かしてもらう
ことによって福祉の担い手としての自覚します。
　研修の後に発行される「研修報告書」を通して、研
修の成果を広く国内の社会福祉活動に分かち合うこと
ができます。
　最近の研修内容は次の通りです。
　2015 年度　オーストラリア研修

　スピリチュアル・ケアを取り入れた養護老人施設に学ぶ
　2016 年度　イギリス　レスター市研修（本欄紹介）
　2017 年度は、9 月に研修先をアメリカ合衆国ポート
ランド大学において「先進的な高齢者ケアについて」学
ぶことになっています。
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訪問型子育て支援ボランティア
　　　育成のためのリーダー研修

　子育ての不安定さが増しつつある今日、子育ての経験
者がそれとなく援助し、子育てをサポートできることが
よいのですが、孤立化の激しい今日の地域社会にあって
はこのような環境は整いません。不安と戸惑いの中での
子育てになっているのかもしれません。
　この様な課題にいち早く気づき、一定の訓練を受けた
ボランティアを家庭に派遣して子育てをサポートする活
動が「ホームスタート」としてイギリスで展開されてい
ます。
　これは現代社会が求めている児童福祉事業として展
開しなくてはならないと考え、当財団の海外研修事業と
して企画実行しました。

● 参加者の感想 ●
イギリス研修で見えた
子育て支援の可能性（NPO法人 Мさん）
　「拠点を作り、子育ての中の家族を集める」という子
育て支援の形が主流の日本に於いて。ホームスタートは

「待つ支援から届ける支援へ」という先駆的な形の支援
である。地域のボランティアが子育てに困っている家庭
へ訪問支援するというサービスを無料で利用出来るとい
う事は、若い子育て中の家庭にとって非常に心強いサ
ポートである。しかしながら、この素晴らしいサポート
の運営を維持するためには、①ボランティアの力と②運
営資金が必要になる。私たちの団体は子育て支援事業
を開始して３年目を迎えるが、まさしくこの２点の問題
を抱えていた。そんな中で、ホームスタート発祥の地で、
現地の方と一緒に研修を受けることができ、実際に活動
されている方のお話を具体的に聞けるという事は、かけ
がえのない学びとなった。………」

※詳細は、「2016年度　愛恵福祉財団第16回海外研修　訪問型子
育て支援ボランティア育成のためのリーダー研修　報告書」参照

最終日のふり返りミーティングホームスタートの実践を学ぶ



社会福祉活動充実 講座・研修事業
どんな時代でも、すべての人が健康で文化的な生
活を維持できることが求められます。幅広い助け合い
や学び合うことによって生活が豊かになることもあり
ます。その一助として広く専門職、市民向けに情報と
チャンスを提供しています。

2017 年度　公開講座② 講師：川越　厚 氏
■ 第 2回　参加申込み受付中
　北区王子駅前　北とぴあ　カナリアホールにて
　　　参加無料　申し込み先着１００名

11 月 14 日（火）
死を看取るために家族に必要なこと
　愛する家族が死んで
いくときに家族はどう
あればよいのでしょう
か？

お申込はチラシ裏面の
申込用紙にご記入いた
だき FAX でお願い致
します。

■ 第１回報告「在宅でのホスピスケア」
―穏やかな死をむかえるために死を看取るために
家族に必要なこと－

　最近、苦しみながら死を迎えるのではないかと不安に
感じている人、愛する人が死んでいくことのイメージが
湧かない人、食べられなくなったらどうすればよいのか
悩んでいる家族を、自分たちの手で「何とかしたい」と
考えている人たちが多くなっている。

―どのようにして家で穏やかに死ねるか
　　　　最後まで家で暮らしたいを貫きたい－

～そんな願いをいかに実現するか～
　これまで約 2000 人の患者を自宅で看取った在宅ホス
ピス歴 25 年の専門医の川越先生が、人生の幕引きを穏
やかに行うための医療とケアについてお話をいただきま
した。終末期にある病者とその家族に対する温かいまな
ざしと豊富な資料を通して参会者に深い感動を与えてく
ださいました。

第１回公開講座DVDの貸し出しを行っています
　本年度６月１日に開催されました川越先生の公開講座
DVD ビデオが出来上がりました。11 月 14 日に開催さ
れる第 2 回にあわせ、DVD ビデオの貸し出しを行いま
す。貸出期間は１週間となります。詳しくはホームペー
ジをご覧頂くか、またはお電話でお問い合わせ下さい。

（公開講座その１　72 分　DVD ビデオ）
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読むことが困難な人々への
読書支援ボランティア育成のために

●音訳講習会
　音訳は読むことが不自由な人たちのために文字などを
音声化すること、発生、発音、アクセント、音訳のルー
ル（間、抑揚、転調など）を学ぶ。

●音声デイジー製作講習会
　パソコンでの録音と編集方法を学びます。録音と文字
データを合わせた情報システムの製作です。

●マルチメディアデイジー製作講習会
　音声と文字、画像を同時に再生できるデジタル録音
図書を製作する。
　文字の大きさ、色、行などの最適化を学ぶ。
　開催時期はお問い合わせ下さい。

【デイジー(DAISY) とは】
Digital Accessible Information Systemの略で、日本で
は「アクセシブルな情報システム」と訳されています。「マ
ルチメディアデイジ一」は、パソコン上で専用再生ソフト
を使用し、再生した音声と、画面で表示されるテキスト・
画像等をシンクロ（同期）させることができるシステムです。
音声のスピード・文字の大きさ・背景とのコントラストの
変更や、目次から読みたい章や節、任意のページに飛ぶこ
とができる機能もあり、またタッチパネルの使用、点字ディ
スプレイヘの接続も可能で、様々な理由で読むことが困難
な方々の読むことを助けることのできるシステムです。

手　話　教　室
　愛恵福祉支援財団の手話教
室は初めて手話を勉強する人
から、中級、上級の方まで、
それぞれの技能に応じたクラ
スを設けており、楽しく確実
に手話を身に付けるための講
座です。
　クラス別はおおむね次のよ
うになっています。

入門 はじめて手話を学ぶ方対象

初級 指文字と自己紹介ができ20回以上の手話学習経
験のある方

中級 簡単な日常会話ができ40回以上の手話学習経験
のある方対象

上級 中級レベル以上で所定の受講テストに合格した方

毎年１月募集、４月開講、全 20 回／年間

し ゅ わ き ょ う し つ

2017年度 愛恵福祉支援財団主催 公開講座 その２

在宅ホスピス歴25年の専門医が生と死について語ります

第2回 11月14日 火 
死を看取るために家族に必要なこと
愛する家族が死んでいくときに
家族はどうあればよいのでしょうか？

参加無料
第２回 11/14 火
お申し込み

先着 100 名様

手話通訳有り 第２回

先着 100 名様
参加無料

第２回 11/14 火
お申し込み

先着 100 名様

手話通訳有り

講師 川越　厚 氏
プロフィール
1947 年　山口県山口市生まれ。
1966 年　私立広島学院高校卒業。
1973 年　東京大学医学部卒業。
　　　　　茨城県立中央病院産婦人科医長、
　　　　　東京大学講師、
　　　　　白十字診療所在宅ホスピス部長を経て、
1994 年より 6 年間、賛育会病院長を務め、退職。
2000 年 6 月、自らのクリニックを開業すると同時に、
              在宅ケア支援グループ・パリアンを設立。
2010 年 第６回ヘルシー・ソサエティ賞受賞
2014 年 11 月、NHK「プロフェッショナル仕事の流儀」出演

とき

ところ

申込先

2017年

11月14日（火）
14：00 ～ 16：00（開場13：30）

北とぴあ14階
スカイホール

（北区王子駅前）
※ご来館の際は、できるだけ電車・バスなどの公共通機関を
　ご利用下さいますよう、ご協力をお願いいたします。

FAX裏面の申込書にて
０３－５９６１－９７１２

お問合せ先　公益財団法人 愛恵福祉支援財団 事務局
〒 114-0015　東京都北区中里 2 －６－１　 HP : www.aikei-fukushi.org/　

申込先 Tel : ０３－５９６１－９７１１　FAX ０３－５９６１－９７１２
Mail：loveandgrace@aikei-wf.or.jp

死を看取るために家族に必要なこと
― 死をどのようにとらえ、受けとめたらよいのか ―
苦しみながら死を迎えるのではないかと不安に感じているかた、

愛するものが生きそして死んでいくことのイメージがわかないかた、
食べられなくなったらどうすればよいのか　悩んでいる家族のかた、

自分たちの手で何とかしたいと考えているかたへ



－ 4 －

ＪＲ駒込駅　東口より徒歩２分
北区中里２-６-１ 愛恵ビル５Ｆ
電話　０３（５９６１）９７１１

愛恵福祉支援財団 案内図

社会福祉育成活動推進支援事業

ペイン記念奨学金

　愛恵学園の創設者 M・A ペイン宣教師を記念した、
社会福祉の専門的教育を受ける者への奨学金制度。
　給付は 4 年目となり、2017 年度までに 11 人（内 留
学生 3 人）が受給しています。

2014年度受給者の声　ANさんより
　私は、大学 4 年次の 1 年間、ペイン記念奨学金の給
付を受けました。
　大学では児童福祉と更生保護の勉強に力を入れ、社
会福祉士の資格を取得し、現在は福祉職の公務員とし
て働いています。
　福祉の現場は人を相手にするため、支援の方法は一
つとは限らず、正解もありません。そのため、目の前の
人が何を思っているのかを考えながら、一人ひとりと向
き合っていく力が求められます。卒業後の進路選択の際
には、福祉の現場で働いていくことができるのか不安に
思い、悩んでいました。そのような時期にペイン記念奨
学金の存在を知り、申請をするにあたって改めて自分の
将来について考えた結果、「自分が学んできたことを活
かせる福祉の現場で貢献できる人になりたい。」と思う
ようになり、現在に至ります。
　職場では、福祉の現場で働いてきた経験豊富な先輩
方から学ぶことも多く、充実した毎日を送ることができ、
福祉に関する職場を選択してよかったと感じています。
　たくさんの方に支えていただいた結果、今の私がある
ことを忘れず、支えていただいた分をお世話になった方

愛恵エッセイ賞
社会福祉活動がなくてはならない社会制度として

充実発展するよう、助け合いの体験や経験のエッセ
イを公募しています。主題は「豊かな福祉社会を創
るために」としています。

やこれから関わる方に恩返しできるよう、これからも福
祉に携わる人間として成長していきたいです。

給付年額 100万円以内（条件付）

　社会福祉学大学院の学生。健康で学業成績、人物
ともに優秀。奨学義務として大学院終了直後から就
職し、受給の期間と同じ年数を社会福祉の現場又は
社会福祉教育に従事すること。

詳しくはお問い合わせください。

資　金　助　成
社会福祉法人、NPO法人等の事業のうち、比較

的小規模な施設、または障害者支援等に財政的な裏
付けの少ない先駆的な試みや開拓的な事業に対して
財政的な助成をして支援します。

子どもたちの遊具に助成しました

※助成内容
　助成総額　1,000 万円（年度により変わることがあります）
　１法人当たり 20 万円を限度とする。
　事業運営に必要な設備備品等の購入に対する助成

本
郷
通
り

至 田端➡

東口
⬅至 巣鴨

愛恵ビル

JR 駒 込 駅

東京メトロ 南北線
駒込駅

応募方法
1. 応募締切 ２０１7年１１月13日（月）必着

2. 対　　象 １）学生の部　　中学生・高校生・短期大学生・
大学生・専門学校生など

２）専門職の部　高齢者及び障がい児・者
福祉施設等の職員の皆さん
及び在宅福祉現場で働く皆さん

３）一般の部　　高齢者及び障がい児・者介護に関する
体験を持つ方は誰でも応募可能です。

3. 字　　数 1,600～2,000字　

4. 体　　裁 １）手書きの場合…400字詰めA4横書き原稿用紙を使用し、
読みやすい字で濃く書いて下さい。

２）PC使用の場合…A4横書きで1ページを30字×26行に設定して下さい。

5. 表　　紙 １）裏面のフォームをコピーし、必要事項を記入の上、
　作品の表紙に添付して下さい。
　（PC使用の場合、同様の内容を記載したものでも可）

6. 提出方法 １）郵　送…右記宛先へ郵送して下さい。
２）メール…右記メールアドレスにご送付下さい。
　その際メールのタイトルに「エッセイ応募」と必ず明記して下さい。
　上記表紙の内容も一緒にご送付下さい。

7. そ の 他 お一人１作品の応募に限ります。

＊受賞者の作品は「2017年度エッセイ集」に掲載されます。
（事務局にて誤字等の修正をする場合がございます。）
＊後日、都内にて表彰式を行います。
  応募された方に別途ご案内致します。

お預かりした個人情報は本目的以外には使用しません。

主催：公益財団法人 愛恵福祉支援財団
共催：公益財団法人 東京YMCA

問合せ・応募送付先

東京YMCA会員部内「エッセイ募集係」

〒135-0016  東京都江東区東陽2-2-20
TEL：03-3615-5568　FAX：03-3615-5578
E-Mail:kaiin@tokyoymca.org

賞
最優秀賞　各部１点 賞状と副賞（５万円）
優秀賞　　各部３点 賞状と副賞（２万円）
佳　作　　若干名 賞状と副賞（１万円）

第19回 愛恵エッセイ募集

豊かな福祉社会を
創るために
あしたに向かって

豊かな福祉社会を創るために

あなたの考えや思いを

聞かせてください 対象：学生の部／専門職の部／一般の部
字数：1,600～2,000字
最優秀賞 　各部１点　賞状と副賞
優 秀 賞 　各部３点　賞状と副賞
佳　　作 　若干名　　賞状と副賞

詳しくはホームページの案内をご覧
下さい。


